第１回市民自治推進委員会のあり方に関する特別委員会
日　時　　平成２１年１０月１４日（水）　１８：３０～２０：３０

場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室

参加者　　田中寛志、木村義恭、合田美津子、関修、大山口光男、鎌田和子、

山田耕一、平田和弘、川田弘教、山田正幸、平田誠治、前野利一、

石亀裕、大西宏、瀧川正義、関川昭雄

配付資料　１　市民自治推進委員会のあり方に関する特別委員会名簿

　　　　　２　「市民自治推進委員会のあり方に関する特別委員会」審議推進スケジュール

❑　市民自治推進委員会が立ち上がり３年経過したが、見直しを行うため特別委員会を設置した。１回の会議２時間を目処に年内に形を作りたい。（木村）

❑　特別委員会で話し合う内容を整理したい。

　　市民自治推進委員会が発足した当時は委員が７０数名でスタートとしたが、全員が何をすべきか把握していたわけでなく、行政も暗中模索の状態であった。市民自治推進委員会が何をすべきか、各委員のイメージが違い、議論がかみ合わない面もあった。市民自治推進委員会の大きな目標やビジョンが見えない中で、各部会の活動を進めてしまった。

　　市民自治推進委員会はどうあるべきか、どう進めていくかを議論し、具現化して、必要があれば規則等も変更する。皆さんの意見をお聞きしたい。（木村）

❑　市民自治推進委員会が何を狙っていくのかディスカッションが必要。例えば事業仕分けは市民自治推進委員会が行うべき事なのかなど、はっきりとした目標を作らない限り結論は出ないと思う。（瀧川）

❑　市民自治推進委員会の活動はつかみどころがなくて理解できない。それぞれの委員がそれぞれの立場で考えているが、何を求められているのか、何を考えればよいのか分からなくなることが現状。（平田誠治）

❑　まちづくり基本条例に則り協働のまちづくりを進めるため、地域住民のまちづくりについてコントロールを行うのが市民自治推進委員会の役目だと思っていた。しかし、市民自治推進委員会が何かをやらなくてはというところからスタートしてしまった。行政に提言しても予算がないで終わってしまう。市民自治推進委員会の役割をきちんと決めないといけない。（山田正幸）

❑　協働のまちづくりのひとつの解釈として、行政が行っている事業を市民の目線で問題提起するのもまちづくりだと思う。（大山口）

❑　アーニスの前で商売をしているが、駐車違反の取締りについて何とかしなければと思って入会した。（大西）

❑　登別を文化の薫り高いまちにしたいと思っている。今度できる市民活動センターに期待している。今後も部会で具体的な提案をして実現したいと考えている。（石亀）

❑　市に色々要望しても法律を盾にすぐ跳ね返される。市民が感じることと、市がやっていることに差がありすぎると感じている。（関川）

❑　市民自治推進委員会は、市民がまちづくりについて議論し、市も受け止めてくれる場と認識している。
しかし、何をしたら良いのかまだ見えていない。まちづくり１点に心を合わせていくことが基本。（鎌田）

❑　広報紙による市民自治推進委員会の募集で、小さな問題でも一緒に考えましょうといったお知らせをしていたが、実際には違った。市民自治推進委員会は市と市民が協働で進めるもの、
しかし、市の職員は立場上制約がある。また、市には財政上の制約もある。どう超えていくかが１つの問題。（山田耕一）

❑　上野市政の２０年がまだ尾を引いていると感じる。市民自治推進委員会の広報を市が行っているのはいかがか。市民がボランティアで頑張っている姿を見て、登別市には知的土壌があると思う。（平田和弘）

❑　市民自治推進委員会は論議を重ねているが一般の市民には浸透していない。

市民自治推進委員会を盛り上げていくのであれば、色々なところに自分の足で出向いて勉強し、市民に訴えていかなくてはいけない。（前野）

❑　この会のテーマは協働。これに向かって自主自立的に多くの市民がまちづくりに関われるようコーディネートするのが市民自治推進委員会の役目。この会に参加している委員の方皆さんに思いがあるはず。やりたいことに向かって、行政、市民のわけ隔てなくスクラムを組んで実行できる場だと思う。（川田）

❑　市民自治推進委員会は自主自立の会だとは思っていない。思っていることを勝手にやる会ではないし、行政の言いなりになる会でもない。責任と権限を全面にだし行政とともに歩む会。意識をしっかり持って、何に向かっていくかを決めるべき。（関）

❑　まちづくり基本条例と市民自治推進委員会の思いが重なっていない。基本条例の目的の確認に時間をかけたうえで、スタートすべきだった。もう一度スタートラインにたって会の土台について話し合って確認すべき。どうやって会を進めるか、何を狙うのか初期目的を皆が確認すべきだと思う。（合田）

❑　市の基本計画は具体性がない。ホームページを見ても登別市が実施している事業が羅列されているだけでつながりが分からない。予算も全てが公表されているわけでない。ガラス張りになっていない。（瀧川）

❑　市民自治推進委員会は行動を起こすべきという意見と、市民自治を進めるコーディネート役との意見に別れたがどう考えるか。（木村）

❑　この場で話をするだけなら、話の上手な人だけしかいなくなる。自治推進委員会自らが具体的な行動を起こす必要がある。（前野）

❑　まだこの会は行動できる段階まで到達していない。他団体もどう巻き込むか考えなくてはいけない。（山田正幸）

❑　市民自治推進委員会は、唯一市民が行政に物申す場。これから作り上げていく場である。（鎌田）

❑　この会はまちづくり基本条例に則ってできた組織。委員が基本条例についてどの程度理解しているかが１番の問題。スタートラインに戻って基本条例をもう一度確認し、目指すべきところを皆が理解すれば方向性が見えてくる。市民自治推進委員会が取り組む課題は、個別の事業ではなく、まちがどうしたら発展できるか、地域や行政の課題は何かを先ず知ること。そこから個別の案件が出てくる。将来にかかかわる大きな案件を協議し、市民はどうすべきか問題提起をする場。部会に分かれた結果、セクト主義になってしまっている。もっと大きなテーマで話し合うべき。（合田）

❑　この会は例えば場外馬券場の問題のような行政の課題を話し合う場ではないか。行政の手伝いをすることが協働のまちづくりではない。協働のまちづくりについて行政も本気で受け取り、市民ももっと参加して欲しい。（平田和弘）
❑　町内会活動は、自分を犠牲にして活動している人や、全く無関心な人など色々な人がいる。このような会は調整が難しい。協働には限度がある。町内会活動にも限界がある。協働のまちづくりのために町内会があるわけではない。
また、ボランティアについても、無償ボランティアではなりたたない。無償ボランティアで成り立つと思っているのは行政だけ。協働のまちづくりについて根本的に行政と話し合いをするべき。（山田正幸）

❑　部会制についても、少人数でやっても意見が出ない。部会のあり方についても疑問があるので検討すべき。（山田耕一）

❑　若い人などが参加しやすいような会議を行うべき。市民自治推進委員会の討論はハイレベル。（平田和弘）

❑　広範な市民に参加を呼びかけても、会議が難しいという理由で辞めてしまう。先ずは市民自治推進委員会の基本的なものを議論すべき。提言などの個別の事項は市民自治推進委員会がもっとしっかりとした組織になってからのことだと思う。（合田）
❑　まちづくり基本条例の策定にたずさわった人と、市民自治推進委員会から参加している人では思いに差がある。やめていった人もレベルに差があると感じている。この差を埋めないといけない。（山田正幸）

❑　私もレベルの差は感じている。市民自治推進委員会で発言すれば公式の場で言えるという意識のみで参加している。高尚な議論は分からない。まちづくり基本条例がまちの憲法と言われても理解できない。（平田誠治）
❑　基本に帰ってまちづくり基本条例を学び、共通認識を持つべき。理念を理解しないとかみ合わない。（鎌田）

❑　市民自治推進委員会の目的をもっと話し合うべき。部会制についても６部会がいいのか、３部会がいいのか、プロジェクトチームが良いのか決めなくてはいけない。他団体とのつながりもなく人材が生かされていない。（関）

❑　皆さんやりたいことがあって参加しているはず。我々の部会は楽しみながらも一生懸命やっている。基本条例と限定せず、やりたいことをやってはどうかと思う。部会制のあり方について話をされると、我々の活動を否定されているような気がする。（川田）
❑　今行っている活動を否定するものではない。（木村）

❑　部会では何をテーマに話し合うのか決まらない状況。外部評価の手法で財政難である市に対して市民の視点での改善策を提言したい。これも市民自治推進委員会の活動の柱。（大山口）

❑　市民自治の推進とは何か、市民自治について目的を共有できればと思う。部会のやり方も鮮明になるのではないか。原点に戻る必要がある。（田中）

❑　市民自治推進委員会の原点を知りたい。どなたかレクチャーして欲しい。（平田誠治）

❑　まちづくり基本条例の成立過程、理念、目的などについてレクチャーを受けて、皆が分かり合えないと先に進めない。次回レクチャーを受けましょう。（木村）

❑　まちづくり基本条例を皆さん読んだのでしょうか。内容は漠然としていて、きれいごとだけ。市民自治推進委員会では高尚な話をするのでなく、市民の目線で行政サービスをどうしたらよいのか特化して考えるべき。（瀧川）

❑　この条例は市の憲法。具体的な個別案件を描くものではない。今の発言のような手法で市民自治推進委員会が活動してきた結果、今の状況になっている。

　　また、まちづくり基本条例は完璧ではない。市民自治推進委員会で見直しを行っていくべきもの。（合田）

❑　まちづくり基本条例の理念を再認識しなくては前に進めない。皆さんもう一度条例を読んできて、次回協議しましょう。進むべき方向を決めるために条例を理解しましょう。（木村）

❑　次回日程

　日時　　平成２１年１１月１７日（火）　１８：３０～

　場所　　登別市役所　２階　第２委員会室
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